
産学連携学会 第１６回大会【山口大会】 

会 期：2018年 6月 14日（木）・15日（金） 

会 場：主会場 山口県教育会館（〒753-0072 山口県山口市大手町２−１８） 

副会場 山口県社会福祉会館（〒753-0072 山口県山口市大手町９−６） 

ご参加の皆さまへ 

1. 発表要領

■ 一般講演・オーガナイズドセッション（Ｓ会場：山口県教育会館ホール、Ａ～Ｃ会場：山口

県教育会館５Ｆ・３Ｆ、Ｄ～Ｅ会場：山口県社会福祉会館３Ｆ・２Ｆ） 

１）講演番号は、日付、発表会場、セッション開始時間、発表順の各英数字で構成しています。 

例 0614A1400-1 発表日：6月 14日、会場：A、セッション開始：14時、発表順：1 

２）各講演は以下の時間で構成される個別口頭発表形式で行います。

発表時間 12分 討論時間 3分 計 15分 

３）発表終了 1 分前にベルを 1 回、発表終了時にベルを 2 回鳴らします。討論終了時にはベル

を 3回鳴らします。十分な議論ができるよう、発表は 12分以内に収めてください。

４）発表時のパソコンの操作は各自で行ってください。

■ ポスターセッション（Ｐ会場：山口県教育会館ホール（Ｓ会場）前ロビー）

１）ポスターのサイズは縦 160cm×横 90cm以内とします。

２）出展者は各自ポスターを会場へ持参し、6月 14日（木）9時から 10時までに所定の場所に

展示してください。 

３）ポスターは原則として大会期間中継続して展示します。セッションは 6 月 15 日（金）14

時 45 分に終了します。セッション終了後、出展者は各自ポスターを撤去ください。

４）6月 14 日（木）13:00～14:00をコアタイムとします。この間発表者はポスター前に待機し

てください。 

2. 座長の方へのお願い

１）担当するセッションの開始時間 10分前までに会場へお越しください。

２）タイムキーパーと共に、講演者に対し発表・進行の時間厳守を促してください。

３）キャンセルされた講演がある場合には、次の講演を行い、討論の時間配分で調整してく

ださい。

3. 昼食

会場内および周辺の飲食店等をご利用ください。お弁当等はホール（Ｓ会場）以外の大会の

各会場および休憩室で召し上がっていただけます。弁当殻などのゴミは原則各自で処分してく

ださい。なお、休憩室にはゴミ箱を用意いたします。 



4. 情報交換会

■ 日時：6月 14日（木）18：30～20：00

■ 会場：セントコア山口

 〒753-0056 山口県山口市湯田温泉３丁目２－７ 

 TEL：083-922-0811 

5. 大会運営

■ 大 会 長 ： 岡 正朗 （山口大学長）

■ 実行委員長： 堀 憲次 （山口大学理事・副学長）

■ 大会事務局： 産学連携学会第１６回大会実行委員会（山口大学知的財産センター）

事務局：木村友久 李 鎔璟 

〒755-8611 山口県宇部市常盤台 2－16－1 

TEL:0836-85-9942 FAX:0836-85-9967 

E-mail: sang2018@yamaguchi-u.ac.jp



全体プログラム 

開会式 

【日時】２０１８年６月１４日（木）１０：００～１０：３０ 

【場所】Ｓ会場（山口県教育会館ホール） 

特別講演 

【日時】２０１８年６月１４日（木）１０：３０～１１：２０ 

【場所】Ｓ会場（山口県教育会館ホール） 

【講師】独立行政法人工業所有権情報・研修館 理事長 三木 俊克 氏 

【題目】「事業戦略人材の育成」（仮題） 

シンポジウム

【日時】２０１８年６月１４日（木）１１：３０～１３：００ 

【場所】Ｓ会場（山口県教育会館ホール） 

【題目】｢改めて戦略指向の人材育成を考える｣ 
【概要】 人材育成は、あらゆる組織で永遠のテーマであります。事業環境、開発環境

が急速に変化する時代の中で、人材育成の内容と到達目標について、“不易流

行”パターンによる改良に止まるのか、“劇的”対応があり得るのか、現場感

覚で再検討します。企業あるいは大学現場で人材育成に携わっているパネリス

トとともに、参加者と一緒に過去から現在までの総括およびこれから何をすべ

きか議論いたします。ここでは、知財や標準化の知識とスキルを装備して新た

な時代に対応できる事業戦略遂行人材の育成を検討します。

〇パネリスト 

水口 昭弘   水口電装株式会社 常務取締役     （企業等人材育成） 

岩谷 一臣   日本医療研究開発機構（AMED）知的財産部長    （医療系知財人材育成） 

森  理人  経済産業省 基準認証政策課 統括係長   （標準化人材育成） 

久保田 裕   コンピュータソフトウェア著作権協会 専務理事 （コンテンツ系人材育成）

木村 友久  山口大学 知的財産センター 副センター長・教授（大学等人材育成） 

〇コメンテーター 

村瀬 剛太   文部科学省 産業連携・地域支援課 大学技術移転推進室長 

飯村亜紀子  経済産業省 技術振興・大学連携推進課 大学連携推進室長 

野島 昌浩   農林水産省 農林水産技術会議事務局 研究推進課 産学連携室長 

〇コーディネーター 

陳内 秀樹  山口大学 知的財産センター 特命准教授   （農業分野人材育成） 



一般講演 
 

 

【日時】２０１８年６月１４日（木）１４：００～１７：００ 

         ６月１５日（金） ９：００～１４：３０ 

【場所】Ａ～Ｃ会場（山口県教育会館５Ｆ、３Ｆ） 

Ｄ、Ｅ会場（山口県社会福祉会館３Ｆ、２Ｆ） 

 

ポスターセッション 
 

 

【日時】２０１８年６月１４日（木）１０：００～１７：００ 

         コアタイム   １３：００～１４：００ 

         ６月１５日（金） ９：００～１４：４５ 

【場所】Ｐ会場（山口県教育会館ホール（Ｓ会場）前ロビー） 

 

オーガナイズドセッション 
 

 

１．「知」の集積と活用の場® ―農林水産・食品分野におけるオープンイノベーションの取組― 

企画セッション 

座長・オーガナイザー：（農林水産省） 

【日時】２０１８年６月１４日（木）１４：００～１５：３０ 

【場所】Ｓ会場（山口県教育会館ホール） 
 

２．産学官連携リスクマネジメント 

座長・オーガナイザー：狩野幹人（三重大学） 

【日時】２０１８年６月１４日（木）１５：３０～１７：００ 

【場所】Ａ会場（山口県教育会館５Ｆ） 
 

３．行動経済学を用いた社会システムの解明；産学連携事例を分析し読み解く 

座長・オーガナイザー：西川洋行（県立広島大学） 

【日時】２０１８年６月１４日（木）１５：３０～１７：００ 

【場所】Ｂ会場（山口県教育会館５Ｆ） 
 

４．ＡＭＥＤ企画セッション 医療機器開発の知財戦略 

オーガナイザー・モデレーター：岩谷一臣（日本医療研究開発機構（AMED） 

【日時】２０１８年６月１５日（金）１０：００～１１：３０ 

【場所】Ｓ会場（山口県教育会館ホール） 
 

５．研究支援人材の育成プログラム設計者と養成者の対話 

座長・オーガナイザー：馬場大輔(新エネルギー・産業技術総合開発機構)  

【日時】２０１８年６月１５日（金）１３：１５～１４：４５ 

【場所】Ｓ会場（山口県教育会館ホール） 
 

６．ＳＤＧｓに向けた産学連携～大阪大学共同研究講座制度とその活用 

座長・オーガナイザー：田中敏嗣（大阪大学） 

【日時】２０１８年６月１５日（金） ９：００～１０：３０ 

【場所】Ａ会場（山口県教育会館５Ｆ） 
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発表プログラム 

一般講演・オ－ガナイズドセッション 

６月１４日（木）   第１日目   Ｓ会場   １４：００～１５：３０ 
 

 

オーガナイズドセッション（企画セッション） 

「知」の集積と活用の場® ―農林水産・食品分野におけるオープ

ンイノベーションの取組―企画セッション 

 座長：(農林水産省)    １４：００～１５：３０ 
 

オーガナイザー：（農林水産省） 

 

0614S1400-1 「知」の集積と活用の場® －農林水産・食品分野に

おけるオープンイノベーションの取組－ 

 （農林水産省） 

 

６月１４日（木）   第１日目   Ａ会場   １４：００～１７：００ 
 

 

法令等遵守 座長：木村雅和     １４：００～１５：１５ 
 

0614A1400-1 研究者のための利益相反管理教育プログラム  

 〇川澄みゆり、 飯田香緒里(東京医科歯科大学) 

 

0614A1400-2 機微技術の判定支援のための対話型システムに向け

て 

 〇大林明彦、ジェプカ・ラファウ（北海道大学） 

 

0614A1400-3 国内の医療研究機関等での研究不正防止に関する実

態調査 

 〇佐藤弘基（九州大学）、 野内玲（信州大学）、 井

内健介（徳島大学）、 田中恒彦（新潟大学）、佐藤俊

太朗、河合孝尚（長崎大学） 

 

0614A1400-4 リスクマネジメントの再考－安全保障輸出管理と名



古屋議定書対応を例に－ 

 〇河合孝尚(長崎大学)、佐藤弘基(九州大学) 

 

0614A1400-5 産学連携に関係した大学における研究不正に関する

一考察 

 〇新谷由紀子、菊本虔（筑波大学） 

 

 

オーガナイズドセッション 

産学官連携リスクマネジメント 
 座長：狩野幹人    １５：３０～１７：００ 
 

オーガナイザー：狩野幹人（三重大学） 

 

0614A1530-1 名古屋大学における安全保障輸出管理の取組みと国

際産学連携に関する検討 

 〇鬼頭雅弘、宮林毅、石川綾子（名古屋大学) 

 

0614A1530-2 産学官連携における秘密情報管理と ABS指針対応に

おけるリスクマネジメント 

 〇狩野幹人、三橋一郎、冨田昌弘、橋本篤（三重大

学） 

 

0614A1530-3 東北大学利益相反マネジメントモデルの普及と新た

なリスクの検討について  

 〇川嶋史絵、齋藤仁、谷内一彦、木村賢一、熊谷毅 

（東北大学） 

 

0614A1530-4 東京医科歯科大学における契約マネジメントモデル

の検討 

 〇川澄みゆり、飯田香緒里（東京医科歯科大学） 
 

 

６月１４日（木）   第１日目   Ｂ会場   １４：００～１７：００ 
 

 

産学官連携プロジェクト１ 
 座長：川崎一正    １４：００～１５：１５ 



 

0614B1400-1 宮崎発「キャラいも」を題材としたマーケティング

調査実践の取り組み 

 〇丹生晃隆、宇野駿佑、木山慎也、上村駿介、鎌田

大成、菊地航大、竹田卓生、東駿汰（宮崎大学）、木

原奈津子（株式会社イート） 

 

0614B1400-2 産学連携プロジェクトにおける非ユーザーによる商

品開発の可能性－吉野家向け新メニュー提案の事例

から－ 

 〇手嶋恵美（中村学園大学） 

 

0614B1400-3 ローテクにもお宝あり 

 〇桐田泰三（岡山大学）、保科英子（岡山大学病

院）、中村進一郎（姫路赤十字病院）、西森久和、櫻

井淳（岡山大学病院）、那須保友（岡山大学） 

 

0614B1400-4 感性工学を活用した企業支援～伝統産業から新製品

開発へ 

 〇長田和美（山口芸術短期大学）、長篤志（山口大

学）、藤井謙治（山口県産業技術センター）小池長、

佐々木真（ひわだや）、益尾建志（中国地域創造研究

センター） 

 

0614B1400-5 学学(SSH-MOT)連携活動に関する事例報告～部活動支

援アプリ開発プロジェクト～ 

 〇鈴木睦代(静岡大学)、山口剛(浜松工業高校)、杉

本等(事業創造大学)、鈴木康之(静岡大学) 

 

 

オーガナイズドセッション 

行動経済学を用いた社会システムの解明；産学連携事例を分析し

読み解く 座長：西川洋行   １５：３０～１７：００ 
 

オーガナイザー：西川洋行（県立広島大学） 

 

0614B1530-1 研究目的と本セッションの趣旨説明 

 〇西川洋行（県立広島大学） 



 

0614B1530-2 課題整理と論理的枠組み 

 〇林里織（山口大学） 

 

0614B1530-3 研究対象事例の紹介と解説 

 〇入野和朗（愛媛大学） 

 

 

６月１４日（木）   第１日目   Ｃ会場   １４：００～１６：３０ 
 

 

大学発ベンチャー 座長：山本一枝 １４：００～１５：００ 
 

0614C1400-1 大学発ベンチャー創出支援（広島大学の取組） 

 〇石堂隆太、橋本律男、平見尚隆（広島大学） 

 

0614C1400-2 つくば地域をフィールドとするテック系ベンチャー

育成向け実践型教育の検証 

 内田史彦、〇中川磨、久野俊輔、河野良治（筑波大

学） 

 

0614C1400-3 化学系ベンチャーの事業戦略 

 〇小竹暢隆（地域産業政策研究センター） 

 

0614C1400-4 バイオガスから始まる環境保全と SDGs、市民電力 

 〇菊池貞雄、島畑敦史(バイオマスリサーチ株式会

社) 

 

 

産学官連携プロジェクト２ 
 座長：石塚悟史         １５：１５～１６：３０ 
 

0614C1515-1 企業で連続して行う共同研究の事例 

 〇本山功（光産業創成大学院大学、株式会社オレン

ジアーチ）、宇田竹信（株式会社オレンジアーチ）、

江田英雄（光産業創成大学院大学） 

 

0614C1515-2 神戸大学 先端膜工学センター／先端膜工学研究推



進機構における産学官連携の取り組み 

 〇西原圭志、熊谷和夫、新谷卓司、松山秀人（神戸

大学） 

 

0614C1515-3 オープンイノベーションと R&D 支援システム 

 〇小竹暢隆（地域産業政策研究センター） 

 

0614C1515-4 オープンイノベーションに向けた特別共同研究事業

の制度化と効果の実証 

 〇内田史彦、三明康郎、金保安則、香取伸明（筑波

大学） 

 

0614C1515-5 筑波大学国際産学連携本部による研究助成とその成

果 

 〇河野良治（筑波大学） 

 
 

６月１４日（木）   第１日目   Ｄ会場   １４：００～１７：００ 
 

 

リエゾン活動１ 座長：伊藤正実  １４：００～１４：４５ 
 

0614D1400-1 橋渡し研究拠点における出口戦略 

 〇山本信行（筑波大学） 

 

0614D1400-2 大学の研究力を産業活用する効果的な産学連携手法

の一考察 

 〇永井明彦、内田史彦（筑波大学） 

 

0614D1400-3 マッチングのための少人数・双方向性の情報交換会

「技術コミュニティラボ」の実施 

 〇服部大輔（島根大学） 

 

 

リエゾン活動２ 座長：川名優孝   １５：００～１６：００ 
 

0614D1500-1 地域に駐在する大学コーディネーターの活動結果と

役割ーUBC（高知大学地域コーディネーター）活動を



振り返ってー 

 〇岡村健志、吉用武史、受田浩之（高知大学） 

 

0614D1500-2 長崎大学に措ける医工連携ビジネスの試み～コーデ

イネーターの役割～ 

 〇大石博海（長崎大学） 

 

0614D1500-3 若手産学連携コーディネータの育成Ⅲ－ICLabの産学

官民連携戦略－ 

 〇石川洋平、野口卓朗、清水暁生、城門寿美子、丸

山野真理子（有明高専） 

 

0614D1500-4 北海道大学におけるイノベーション創発型研修教育

の試み 

 〇山﨑淳一郎（北海道大学） 

 

 

産学官連携政策 座長：丹生晃隆   １６：１５～１７：００ 
 

0614D1615-1 NEDO橋渡し支援窓口の設置と今後の展望について－

地域ハブ機能の活用に向けて－ 

 〇馬場大輔(新エネルギー・産業技術総合開発機構) 

 

0614D1615-2 産学医連携の新モデル－JSR・慶應義塾大学 医学化

学イノベーションセンター－ 

 〇仁賀建夫（経済産業省、慶應義塾大学） 

 

0614D1615-3 産学連携支援・申請情報分析から見る現状と今後の

支援に関する一考察 

 〇新谷育子、池谷章、鎌田智大（国立研究開発法人

科学技術振興機構） 
 

 

６月１４日（木）   第１日目   Ｅ会場   １４：００～１６：３０ 
 

 

人材育成１ 座長：陳内秀樹   １４：００～１５：００ 
 



0614E1400-1 人文系学科からのデザインパテントコンテストへの

アプローチ 

 〇野田佳邦（大分県立芸術文化短期大学） 

 

0614E1400-2 学校教員のための知財教育支援 

 〇村上画里、甲野正道、青木大也、吉田悦子（大阪

大学） 

 

0614E1400-3 農業高校における産学連携の展開①「実践的な取り

組み事例より（前半）」 

 〇上村玲乃、北野萌那、米田歩晶、烏谷直宏（大阪

府立農芸高等学校） 

 

0614E1400-4 農業高校における産学連携の展開②「産学連携によ

る教育効果より（後半）」 

 〇烏谷直宏（大阪府立農芸高等学校） 

 

 

産学連携論１ 座長：田口幹     １５：１５～１６：３０ 
 

0614E1515-1 浜松地域の産業創成に関する歴史分析―大正時代・

昭和初期の産学官金の連携と報徳思想― 

 〇川村哲也、増田靖（光産業創成大学院大学） 

 

0614E1515-2 組織間連携とサービス価値についての考察 

 〇岡田晃行、江田英雄（光産業創成大学院大学） 

 

0614E1515-3 学術論文への IPC（国際特許分類）付与による産学連

携の試み（５）特許分類（IPC 分類）と論文分類

（JST 分類）の共用分析（1） 

 〇開本亮（神戸大学）、難波英嗣（広島市立大学） 

 

0614E1515-4 学術論文への IPC（国際特許分類）付与による産学連

携の試み（６）特許分類（IPC 分類）と論文分類

（JST 分類）の共用分析(2) 

 〇開本亮（神戸大学）、難波英嗣（広島市立大学） 

 

0614E1515-5 異セクター間マネジメントの能力獲得プロセスにつ

いて 



 〇伊藤正実（群馬大学）  



６月１５日（金）   第２日目   Ｓ会場   １０：００～１４：４５ 
 

 

オーガナイズドセッション 

ＡＭＥＤ企画セッション 医療機器開発の知財戦略 
                 １０：００～１１：３０ 
 

オーガナイザー・モデレーター：岩谷一臣（日本医療研究開発機構

（AMED）知的財産部長） 
 

0615S1000-1 〇柏野聡彦(日本医工ものづくりコモンズ専務理事/ 

東京都医工連携 HUB 機構プロジェクトマネージャー) 

 

0615S1000-2 〇鮫島正洋(内田・鮫島法律事務所代表パートナー弁

護士・弁理士) 

 

0615S1000-3 〇山本清二(浜松医科大学理事（教育・産学連携担

当）・副学長) 

 
 

オーガナイズドセッション 

研究支援人材の育成プログラム設計者と養成者の対話 
 座長：馬場大輔         １３：１５～１４：４５ 
 

オーガナイザー：馬場大輔(新エネルギー・産業技術総合開発機構) 

 

0615S1315-1 「設計者～セクター間マネジメントを意識した系統

的人材養成プログラムを目指して～」 

 〇伊藤正実（群馬大学） 

 

0615S1315-2 「養成者～研究支援者スタートアップ時の教育プロ

グラムの利用～」 

 〇平山太市（茨城大学） 

 

0615S1315-3 「設計者～京都大学における URA育成カリキュラム

の開発と活用～」 

 〇白井哲哉（京都大学） 



 

0615S1315-4 「養成者～研究支援人材教育プログラムとキャリア

形成～」 

 〇林里織（山口大学） 

 

 

６月１５日（金）   第２日目   Ａ会場   ９：００～１４：３０ 
 

 

オーガナイズドセッション 

「ＳＤＧｓに向けた産学連携～大阪大学共同研究講座制度とその

活用」 
 座長：田中敏嗣     ９：００～１０：３０ 
 

オーガナイザー：田中敏嗣（大阪大学） 

 

0615A0900-1 「－大阪大学大学院工学研究科における SDGsに向け

た産学連携の取組－」 

 〇田中敏嗣、田中敏宏（大阪大学） 

 

0615A0900-2 「大阪大学産学連携制度による産業化－Hitz協働研

究所の商品化事例と産学連携の課題－」 

 〇中澤慶久、後藤芳一、田中敏嗣（大阪大学） 

 

0615A0900-3 「－NEXCO西日本高速道路学共同研究講座 これまで

の振り返りと今後の課題－」 

 〇田山聡、小濱健吾、堤浩志、櫻谷慶治、鎌田敏郎

（大阪大学） 

 

 

産学官連携プロジェクト６ 
 座長：緒方智成    １３：１５～１４：３０ 
 

0615A1315-1 ローカルイノベーションにおける組織間学習につい

て：愛媛県の「まるとっと」の開発を事例にして 

 〇野澤一博（愛媛大学） 

 



0615A1315-2 室戸海洋深層水ブランドの再構築 

 〇石塚悟史、竹内啓晃（高知大学） 

 

0615A1315-3 関西公立 3大学ビジネスプラン検討会 

 〇増田亜由美（大阪市立大学） 

 

0615A1315-4 産学公民連携による理科・科学技術教育の展開

（Ⅸ）～極低温と超伝導現象を用いた「見て」「触っ

て」「驚く」体験！～ 

 〇野田優利奈、寒川太郎、岡田秀希、原田直幸、崎

山智司(山口大学) 

 

0615A1315-5 産学公民連携による理科・科学技術教育の展開(X)～

山口県下に亘る新しい科学教育ネットワークの確立

～ 

 〇崎山智司、岡田秀希、山下貴弘、三浦房紀（山口

大学）、笹岡秀紀（大島商船高専） 

 

 

６月１５日（金）   第２日目   Ｂ会場    ９：００～１４：３０ 
 

 

産学連携論２ 座長：網屋毅之   ９：００～１０：００ 
 

0615B0900-1 機関が取り組む共同研究から見える産学官連携（第

５報）～北見工業大学における自治体との関係解析

～ 

 〇内島典子、豊田健司、鞘師守（北見工業大学） 

 

0615B0900-2 地方大学における産学共同研究の実状解明の実証的

研究－１５ 大学と大学所在地県内企業との共同研

究の分析 

 〇北村寿宏（島根大学）、藤原貴典（岡山大学）、川

崎一正（新潟大学）、竹下哲史（長崎大学） 

 

0615B0900-3 医歯薬系産学連携実績調査に基づく PDCAサイクルの

事例報告 

 〇網中裕一、飯田香緒里(東京医科歯科大学) 

 



0615B0900-4 勢いや注目度の高い研究トピックにおける産学共同

研究論文 

 〇清水毅志（エルゼビア・ジャパン株式会社） 

 

 

産学連携論３ 座長：馬場大輔  １０：１５～１１：００ 
 

0615B1015-1 地方大学における産学連携についての考察 2 

 〇木村雅和（静岡大学） 

 

0615B1015-2 産学連携の成果を高めるコミュニケーションマネジ

メントの向上 

 山本真裕、〇山本一枝（株式会社ウェザーコック） 

 

0615B1015-3 マネジメント 3要素と産学連携 

 〇長谷川正仁（光産業創成大学院大学、ディスク・

テック株式会社）、工藤靖（ディスク・テック株式会

社）、江田英雄、横田浩章、平野美奈子（光産業創成

大学院大学） 
 

 

産学連携論４ 座長：山口佳和  １１：１５～１２：１５ 
 

0615B1115-1 産学共同研究推進に寄与する企業側要因の分析 

 〇山口光男、中山淑恵（福井大学） 

 

0615B1115-2 実績データから見た大学の産学連携活動 

 〇石橋史朗（会津大学） 

 

0615B1115-3 企業相談にみる産学連携ニーズの変化～コワーキン

グスペースでの取り組み事例から～ 

 〇二宮保男、高橋政幸、小野浩幸（山形大学） 

 

0615B1115-4 荒川区における中小企業事業者からの相談案件から

みえる産学公連携～区内企業の相談案件の動向と大

学サテライトの役割～ 

 〇田口英生、小野浩幸（山形大学） 

 

 



産学連携論５ 座長：吉用武史  １３：１５～１４：３０ 
 

0615B1315-1 地域からイノベーションを恒常的に創出するシステ

ムの確立とその課題 

 〇橋本俊幸（つくばグローバル・イノベーション推

進機構、筑波大学） 

 

0615B1315-2 適切な出版による社会貢献と地域社会活性化－社会

施設建築の成功モデル系 

 〇湯本長伯（神戸大学） 

 

0615B1315-3 適切な病院設計による社会貢献と地域社会資源保全

に関する研究 

 〇湯本長伯（神戸大学） 

 

0615B1315-4 新聞記事における産学連携事例の傾向に関する考察 

 〇山口佳和(千葉工業大学) 

 

0615B1315-5 大学の研究成果に基づく研究開発展開プロセス―産

学連携の開花モデル― 

 〇金井昌宏（東京理科大学） 

 

 

６月１５日（金）   第２日目   Ｃ会場   ９：００～１４：００ 
 

 

産学官連携プロジェクト３ 
 座長：湯本長伯     ９：００～１０：００ 
 

0615C0900-1 白神の水を活用した青森県産サーモン中間育成シス

テムの研究開発 

 〇福田覚、泉ひかり、小坂善信（弘前大学）、前田穣

（青森県産業技術センター）、鈴木宏介、岡村恒一

（株式会社オカムラ食品工業）、嵯峨直恆（弘前大

学） 

 

0615C0900-2 高知大学「起業部」の取組 

 〇吉用武史（高知大学） 

 



0615C0900-3 島根・出雲圏域を中心に展開する産学官による医工

連携事例 

 〇中村守彦（島根大学） 

 

0615C0900-4 ヘルスケア分野への展開を目的にした産学連携の事

例と課題 

 〇山﨑まどか (合同会社グロンクールラボ )、江田

英雄 (光産業創成大学院大学、株式会社フォトニク

ス・イノベーションズ ) 

 

 

産学官連携プロジェクト４ 
 座長：内島典子    １０：１５～１１：１５ 
 

0615C1015-1 地域の商店街活性化に大学は如何に貢献しうるか～

「ココへ、プラッと」から始まる連携事例①～ 

 〇佐藤暢（高知工科大学） 

 

0615C1015-2 地域の伝統産業に科学技術は如何に貢献しうるか～

「ココへ、プラッと」から始まる連携事例②～ 

 〇佐藤暢（高知工科大学） 

 

0615C1015-3 草の根イノベーション開物成務塾の展開について－

福岡県中小企業家同友会の九州・大学 開物成務塾の

実践－ 

 〇高谷幸一、古川淳一（開物成務塾） 

 

0615C1015-4 開物成務塾の今後の展開－中小企業を対象とした多

元的産学連携モデルの構築と実践－ 

 〇南史聡（開物成務塾） 

 

産学官連携プロジェクト５ 
 座長：安田耕平    １１：３０～１２：１５ 
 

0615C1130-1 中小企業における研究開発の進め方に関する一考察

－経営計画に着目して－ 

 〇前田利光（前田工業株式会社）、姜理恵（光産業創

成大学院大学） 

 



0615C1130-2 最近の公設試における事業化支援 

〇林聖子（亜細亜大学） 

0615C1130-3 琉球大学ブランド商品開発支援事業：琉球大学にお

ける研究シーズ展開の新たな試み 

〇殿岡裕樹（琉球大学）、金城幸隆（株式会社オキネ

シア）、西原隆（NPO法人おきなわグリーンネットワ

ーク）、河野恵美子、上原直子、諏訪竜一（琉球大

学）

国際展開 座長：永冨太一 １３：１５～１４：００

0615C1315-1 国際標準化人材育成における産学連携の可能性 

〇江田英雄（光産業創成大学院大学、株式会社フォ

トニクス・イノベーションズ）

0615C1315-2 グローバル・ニッチトップ企業の国際技術連携戦略 

〇鈴木真也（武蔵大学） 

0615C1315-3 国際交流協定による日韓産学連携における交流の推

進 

小野浩幸（山形大学）、〇木村雅和（静岡大学）、李 

素婷（山形大学） 

６月１５日（金）   第２日目   Ｄ会場 ９：００～１４：１５ 

学金連携１ 座長：荒磯恒久 ９：００～１０：００

0615D0900-1 事業性評価における「米沢信用金庫モデル」の有効

性と課題に関する考察 

〇松山和恭、小野浩幸（山形大学）、加藤博良、武田

哲（米沢信用金庫） 

0615D0900-2 山形大学産学金連携プラットフォームの中小企業支

援事例紹介 

〇金子信弘、小野浩幸、鈴木昭一（山形大学）、武田



哲（米沢信用金庫） 

0615D0900-3 金融機関職員の事業目利きに対する意識調査（続

報）―産学金連携コーディネータ研修の充実― 

〇鈴木昭一、金子信弘、白幡瑛、小野浩幸（山形大

学） 

0615D0900-4 産学官金連携における金融機関の環境変化に関する

一考察 

〇小野浩幸（山形大学） 

学金連携２ 座長：小野浩幸 １０：１５～１１：００

0615D1015-1 金融機関等と連携した地域中堅・中小企業との産学

連携活動 

〇鈴木俊充、清水一男、小嶋豊誠、鈴木正人、山口

昌志（静岡大学） 

0615D1015-2 産学金連携による地域活性化への貢献 

〇川名優孝、清水悦郎、永井宏史、勝川俊雄、池田

吉用（東京海洋大学）、大波勇樹、中本徹（スイミー

ジャパン） 

0615D1015-3 産学金連携によるクロスボーダー（県を跨いだ）ハ

ブの報告 

〇角道裕司(藍澤證券株式会社、静岡大学) 

組織間連携１ 座長：北村寿宏 １１：１５～１２：１５

0615D1115-1 広島大学「コベルコ建機無源力共創研究所」コンセ

プト 幅広い「課題-成果共創」を実現し、共に成長

し、拡がる。「産」と「学」による新しい組織間連携

の可能性について。 

〇田中精一、湊かおる（広島大学） 

0615D1115-2 高知大学と四万十町の人材交流―自治体出向コーデ

ィネーターとしての活動を振り返って― 



 〇横山光一、岡村健志、吉用武史、受田浩之（高知

大学） 

  

0615D1115-3 高知大学と高知県須崎市の人材交流～自治体連携コ

ーディネーターとしての活動を振り返って～ 

 〇岡本恭一、岡村健志、吉用武史、受田浩之（高知

大学） 

 

0615D1115-4 静岡県湖西市におけるマッピングパーティを通した

産学官民による地域活性化活動について 

 〇杉本等（事業創造大学院大学）、飯塚隆藤（愛知大

学）、鈴木康之（静岡大学） 

 

 

組織間連携２ 座長：林聖子   １３：１５～１４：１５ 
 

0615D1315-1 福祉・介護施設の就業モラル向上に向けた地域大学

中心の組織間連携 

 〇中田泰子、八十出浩之、寺野稔、永井由佳里(北陸

先端科学技術大学院大学)、岡野絹枝（金城大学） 

 

0615D1315-2 地域資源を活用した産業発展の考察 

 〇山田実加、徳丸宜穂（名古屋工業大学）、小竹暢隆

（地域産業政策研究センター） 

 

0615D1315-3 （府）県域を越えた民主導の地域シンクタンクの事

例報告－北近畿地域連携会議－ 

 〇杉岡秀紀（福知山公立大学） 

 

0615D1315-4 北海道職業能力開発大学校における民学連携 

 〇荒磯恒久（北海道職業能力開発大学校） 

 

 

６月１５日（金）   第２日目   Ｅ会場    ９：００～１４：１５ 
 

 

知的財産１ 座長：木村友久    ９：００～１０：００ 
 

0615E0900-1 中国・四国・九州国立大学法人の知財分析（1）～出



願技術分野分析～ 

 〇倉増敬三郎（倉増総合特許事務所）、佐原隆一

（SAHARA特許商標事務所、近畿大学） 

 

0615E0900-2 中国・四国・九州国立大学法人の知財分析（2）～権

利化状況分析～ 

 〇倉増敬三郎（倉増総合特許事務所）、佐原隆一

（SAHARA特許商標事務所、近畿大学） 

 

0615E0900-3 特許情報を活用した医療現場ニーズとシーズの効率

的なマッチングの試み 

 〇富畑賢司（大分大学）、中西淑人（株式会社パソナ

ナレッジパートナー）、山本喜大（パナソニックＩＰ

マネジメント株式会社）、穴井博文（大分大学） 

 

0615E0900-4 不実施補償と公平性を考える 

 〇寺内伊久郎（北海道大学） 
 

 

人材育成２ 座長：崎山智司   １０：１５～１１：１５ 
 

0615E1015-1 地元中小企業と連携した産学連携型授業の紹介 

 〇佐藤三郎、平尾泰博（佐賀大学）、平島崇志（佐賀

県中小企業家同友会）、七田裕幸（佐賀県地域産業支

援センター) 

 

0615E1015-2 医科大学における EDGE-NEXTの取組み 

 〇松浦昌宏、松浦孝範、小笠原一誠（滋賀医科大

学） 

 

0615E1015-3 知財インターンシップ 

 〇小嶋豊誠、大西由香、清水一男、由比藤文夫、大

場弘行、高橋健（静岡大学）、居藤洋之（居藤特許事

務所） 

 

0615E1015-4 ”多能工型”研究支援人材育成コンソーシアムの活

動について 

 〇伊藤正実（群馬大学） 
 



 

知的財産２ 座長：李鎔璟   １１：３０～１２：１５ 
 

0615E1130-1 産学連携強化施策と知財支援施策の結合によるイノ

ベーション創出推進 

 〇德川和久、今井久也、内田史彦（筑波大学） 

 

0615E1130-2 スマートフォンアプリケーション開発における大学

における知財戦略の事例報告 「避難訓練ゲーム」の

場合・開発者の立場から 

 〇鈴木康之（静岡大学）、杉本等（事業創造大学院大

学）、森山聡之（福岡工業大学） 

 

0615E1130-3 地域資源商品化プロジェクトにおける知財マネジメ

ント 

 〇山岸大輔、稲賀すみれ、三須幸一郎（鳥取大学） 
 

 

人材育成３ 座長：佐藤三郎   １３：１５～１４：１５ 
 

0615E1315-1 実質的知財教育科目をベースとした他大学への知財

教育支援・実践事例 

 〇李鎔璟、木村友久（山口大学）・稲岡美恵子（東洋

大学） 

 

0615E1315-2 体験型自律創造学習による知的財産教育～山口大学

の共同利用拠点を活用して～ 

 〇稲岡美恵子（東洋大学）、李鎔璟、木村友久（山口

大学） 

 

0615E1315-3 山口大学知財教育実践プログラムの他大学への展開

（農学系大学事例２ 教員養成課程） 

 〇陳内秀樹（山口大学）、岩田賢士(南九州大学)、小

川明子、李鎔璟、木村友久（山口大学） 

 

0615E1315-4 文系学生に対する発明創作授業実践報告 

 〇木村友久（山口大学）  



ポスターセッション 

６月１４日（木）   第１日目   Ｐ会場   １０：００～１７：００ 

コアタイム   １３：００～１４：００  

６月１５日（金）   第２日目   Ｐ会場    ９：００～１４：４５ 

P-01

教養教育科目と産業界との連携事例－ゴルフ産業との産学連携－

〇北徹朗（武蔵野美術大学）

P-02

青森市産完熟トマトを利用した加工品開発の事例紹介

〇福田覚、泉慎也、泉ひかり、嵯峨直恆、前多隼人（弘前大学）

P-03

クラウドファンディングによる新規事業支援の組織間連携と課題

〇熊田憲、小杉雅俊（弘前大学）

P-04

浜松 HI-CUBEの産学連携事例紹介

〇今野瑞嘉（中小企業基盤整備機構）

P-05

大学における知的財産マネジメントと学生の意識－授業アンケートから－

〇伊東裕子、設樂愛子、川名優孝、勝川俊雄、和泉充（東京海洋大学）

P-06

「知」の集積と活用の場®－農林水産・食品分野におけるオープンイノ

ベーションの取組－（農林水産省）

P-07

JST産学連携支援プログラムのご紹介－（科学技術振興機構　産学連携展開

部）
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